
メッセージ ４ 

キリストの複製となり、キリストをわたしたちの魂の牧者として経験する 

キリストの 

複製となる 

Ⅰペテロ 2:21 あなたがたが召されたのはこのためです．なぜなら、キ

リストもあなたがたのために苦しみを受け、あなたがたが彼の足跡に従

うようにと、原型を残されたからです． 

キリストをわたしたちの

魂の牧者として経験する 

2:25 あなたがたは羊のようにさまよっていましたが、今は、あなたが

たの魂の牧者また監督者に立ち返ったのです。 

マタイ 11:29 わたしは心の柔和なへりくだった者であるから、わたしのくびきを負い、わたしから学び

なさい．そうすれば、あなたがたは魂に安息を見いだす。 

 

MSG4 キリストの複製となり、キリストをわたしたちの魂の牧者として経験する 

Ⅰ 
キリストの 

複製となる 

原型 

A 主イエスの神の統治の下での生活は原型です 

B 「原型」のギリシャ語は文字を教えるときに使われる

手本を示しています 

複製となる 

過程 

C 神聖な命と関係のある過程 

D コピーする過程から説明する 

E キリストを経験する過程（生きる方、形づくられる方、

ホームを造る方として 

Ⅱ 

キリストをわたし

たちの魂の牧者

として経験する 

牧者 
A 霊なるキリスト 

B わたしたちの魂を牧養する 

魂の牧者 

C わたしたちの魂を回復する 

D わたしたちの魂に安息を与える 

E 
わたしたちにキリストを経験させるだけでなく、また

キリストを享受させる 

 

まとめ 

霊的コピーを経験し、キリストの複製となる 

キリストが生き、形づくられ、内側にホームを造る 

魂の牧者としてのキリストを経験することによって、他の人を牧養する 

 

メッセージ ４ 

キリストの複製となり、キリストをわたしたちの魂の牧者として経験する 
聖書：Ⅰペテロ 2:21-23，25．マタイ 11:28-30．ピリピ 1:27．2:2 

キリストの複製品となる、霊的複製（コピー）を経験する過程 

Ⅰ．わたしたちはキリストにある信者として、わたしたちの原型としてのキリストの複製となるこ

とができます――Ⅰペテロ 2:21： 

A-B：主の生活は、わたしたちの書き写す手本としての生活です 

＊主の生活：神の統治の下での主イエスの生活は原型（模範）です。 

Ａ．神の統治の下での主イエスの生活は原型であり、わたしたちが彼の複製となることによっ

て、彼の足跡に従うようにします――21-23節．エペソ 4:20-21。 

＊写す手本：「原型」のギリシャ語は、字を書くことを習うとき文字をなぞるのに使う書き写し、手

本を示しています： 

Ｂ．Ⅰペテロ第 2章 21節の「原型」のギリシャ語は、文字を教えるときに使われる原本、すな

わち、学生が字を書くことを習うとき、文字をなぞるのに使う書き写し、手本を示してい

ます： 

１．主イエスがわたしたちの前に置いた彼の生活は、彼の足跡をたどり、それに従うことに



よって写す手本です――マタイ 11:28-30。 

２．神の意図は、わたしたちが自分自身の努力によってキリストを模倣しようとすることで

はありません。わたしたちが必要とするのは模倣ではなく、複製です――ローマ 8:29．

Ⅱコリント 3:18。 

C複製となる過程――それは神聖な命と関係する過程です 

Ｃ．わたしたちは、神聖な命の豊富を含む過程によって、キリストの複製、キリストのコピー

となる必要があります。この過程が完成するとき、わたしたちはキリストの複製となりま

す――ヨハネ 3:15．エペソ 3:8。 

Dそれはゼロックスコピーをする過程から説明することができます 

Ｄ．ゼロックスコピーをすることは、ペテロが言う、キリストはわたしたちの原型であること

の意味を説明するのに用いることができます。 

 

     霊的な複写（コピー）をとる過程（Ⅰペテロのライフスタディより） 

原本 

（原版） 
キリストの生活 

用紙 

贖われ救われた信者は用紙ですが白紙ではありません。霊的な複写が進む前に、わたし

たちは清められる必要があります、 

Ⅰペテロ 1:18—19 あなたがたが知っているように、あなたがたが父祖から受け継いだむ
なしい生活様式から贖われたのは、銀や金などの朽ちるものによるのではなく、傷もしみも
ない小羊の血のような、キリストの尊い血によるのです． 
1:22あなたがたは真理に対する従順によって、自分の魂をきよめて． 

インク 

（トナー） 

生ける神の霊はインクであり、神聖な命の豊富はインクの本質です 

Ⅱコリ 3:3 あなたがたは、わたしたちが務めをすることによって書き記されたキリストの手
紙であって、それもインクによってではなく生ける神の霊で書かれ、 

光 

照らす光としての預言者の言 

２ペテ 1:19 わたしたちはさらに堅くされた預言者の言を持っています……その言を、暗い
所に輝くともし火のように、よくよく心にとめていなさい． 

スイッチ

と熱 

コピーをとる過程のを開始させるスイッチは人の霊です。スイッチを押す方法は主イエス

を呼び求めることです。コピーするための熱は、わたしたちがいる状況や環境です。 

 

E キリストの複製品となるためには、キリストをわたしたちの中に生きる方として、形づくら

れる方として、心の中にホームを造る方して経験する必要があります 

Ｅ．わたしたちの原型であるキリストの複製となるために、わたしたちはキリストを、わたし

たちの中に生きる方として、わたしたちの中に形づくられる方として、わたしたちの心の

中にご自身のホームを造る方として、経験する必要があります――ガラテヤ 2:20．4:19．

エペソ 3:16-17前半： 

キリストをわたしたちの中に生きる方として経験し 

＊キリストを経験することは、わたしたちの内なる存在と深く関係があります 

１．新約は、キリストがわたしたちの内なる存在と深く関係があることを啓示しています―

―ガラテヤ 1:16．コロサイ 3:10-11。 

＊キリストがわたしたちの中に生きていることを経験する必要があります 

２．霊なるキリスト、すなわち命を与える霊としてのキリストは、わたしたちの中に生きて

います――Ⅰコリント 15:45後半．ガラテヤ 2:20： 

（いかに生きるか）―キリストの死と復活の中で 

ａ．神のエコノミーとは、「わたし」がキリストの死の中で十字架につけられ、キリスト

が彼の復活の中でわたしたちの中に生きることです――ヨハネ 14:19。 

（その結果）―一つ霊、一つ命、一つパースン 

ｂ．わたしたちは主と一つ霊であり、彼と一つ命を持っています。そして今や彼と一つパ

ースンとなるべきです――Ⅰコリント 6:17．コロサイ 3:4．ピリピ 1:21前半。 

ｃ．キリストはその霊としてわたしたちの中に住んでいるので、わたしたちは彼に内側で

生きていただく必要があります――ヨハネ 14:16-19．ガラテヤ 2:20。 

 

キリストをわたしたちの中に形づくられる方として経験し 

３．キリストがわたしたちの中に形づくられるとは、キリストにわたしたちの中で完全に

成長していただくことです――4:19： 



＊成長し円熟する 

ａ．わたしたちが悔い改めて彼を信じたとき、キリストはわたしたちの中へと生まれまし

た。それから、彼はクリスチャン生活において、わたしたちの中に生きています。最

終的に、彼はわたしたちの円熟のとき、わたしたちの中に形づくられます――ヨハネ

1:12-13．3:15．ガラテヤ 2:20．4:19。    

ｂ．キリストがわたしたちの中に形づくられるとは、すべてを含む霊にわたしたちの内な

る存在のあらゆる部分を占有していただき、キリストにわたしたちの中で完全に成長

していただくことです――コロサイ 2:19．エペソ 4:15-16。 

  ＊魂の各部分がキリストで構成される 

ｃ．キリストがわたしたちの中に形づくられることは、わたしたちが有機的にキリストで

構成されつつあることを暗示します――コロサイ 3:10-11。 

  ＊わたしたちのあらゆる部分がキリストの形を持ち、表現するようになる 

ｄ．ガラテヤ第 4 章 19 節で「形づくられる」ことは、Ⅱコリント第 3章 18節の「かたち」

に符合します。キリストはわたしたちの中に形づくられ、わたしたちは彼のかたちに

おいて彼を表現します。 

 

キリストをわたしたちの心の中にホームを造る方として経験し 

＊キリストがわたしたちの心の中にホームを造くる 
 心は：魂の各部分の、思い、意思、感情に加えて霊の主要な部分の良心からなっています。 

４．わたしたちの中に生き、わたしたちの中に形づくられつつあるキリストは、わたしたち

の心の中にご自身のホームを造りつつあります――エペソ 3:16-17 前半： 

 

そしてキリストの複製となり、団体の表現となる 

５．キリストがわたしたちの中に生き、わたしたちの中に形づくられ、わたしたちの心の中

にご自身のホームを造るとき、わたしたちはキリストの複製となり、神の団体の表現と

なります――ローマ 8:29．12:4-5．啓 21:2。 

 

キリストをわたしたちの魂の牧者として経験する 

Ⅱ． わたしたちはキリストの複製となるとき、キリストをわたしたちの魂の牧者として経験し、享受

することができます――Ⅰペテロ 2:25．マタイ 11:28-30．ピリピ 1:27．2:2： 

                       牧者 

＊霊なるキリストをわたしたちの魂の牧者とする 

Ａ．霊なるキリストはわたしたちの魂の牧者として、わたしたちの内側の状態を監督し、わた

したちの内なる存在の状況を顧みます： 

１．キリストの有機的な牧養は、おもにわたしたちの魂を顧みることです――詩 23:3。 

２．キリストはわたしたちの魂の益を顧みることによって、またわたしたちの内なる存在の

状態を監督することによって、わたしたちを牧養します――参照、ヘブル 13:17。 

３．このような牧養は、内側の、内在的で、有機的な慰めです。 

 

＊キリストがわたしたちの魂を牧養する 

Ｂ．わたしたちの魂はとても複雑です。ですからわたしたちは、霊の中の命を与える霊である

キリストが魂においてわたしたちを牧養し、わたしたちの思い、感情、意志を顧み、わた

したちの問題、必要、傷を顧みてくださることを必要とします――ヨハネ 14:16-17．Ⅰコ

リント 15:45後半．6:17： 

１．キリストはわたしたちの霊なる牧者として、わたしたちを霊の内側から顧みます。 

２．彼の牧養はわたしたちの霊から始まり、わたしたちの魂のあらゆる部分に拡大します。 

３．キリストはわたしたちの霊から魂のすべての部分に届き、優しい、有機的な、すべてを

含む方法でわたしたちを顧みます。 

 

               魂の牧者 

＊わたしたちの魂を回復するーー（復興し、更新し、造り変える）  

  回復→RESTORE 

Ｃ．キリストはわたしたちの魂の牧者として、わたしたちの魂を回復します――詩 23:3前半： 

１．わたしたちの魂が回復されるとは、わたしたちが復興されるという意味です。 

２．わたしたちの魂を回復することは、更新することと造り変えることも含んでいます――



ローマ 12:2．Ⅱコリント 3:18。 

 

＊わたしたちの魂に安息を与える 

Ｄ．主はわたしたちの魂の牧者として、わたしたちの魂に安息を与えます――マタイ 11:28-30： 

＊主は安息するように召しておられる 

  （召しの対象） 

１．主は、律法を守ろうとして努力したり、どんな働きにおいても成功しようと奮闘したり

している者たちを、ご自身に来て、安息するように召しています――28節。 

   （安息とは） 

２．この安息は、律法や宗教の下にある、あるいは働きや責任の下にある労苦と重荷から解

放されることを指しているだけでなく、完全な平安と全き満足をも指しています。 

＊安息を得る道（方法） 

――主のくびきを負い、彼から学ぶことによって、わたしたちの魂の中で安息を得る 

３．主のくびきを負うとは、御父のみこころを取ることです――12:50。 

４．主はそのような生活をし、御父のみこころによって拘束され、御父のみこころを顧慮し

ました（ヨハネ 4:34．5:30．6:38）。彼は完全に御父のみこころで満足し、心の中で安

息していました。 

５．主のくびきを負い、彼から学ぶことによってわたしたちが見いだす安息は、内側の安息、

すなわち、わたしたちの魂のための安息です――マタイ 11:29-30。 

 

＊わたしたちにキリストを経験させるだけでなく、またキリストを享受させる 

Ｅ．主がわたしたちの魂を牧養し、わたしたちの魂を回復するとき、わたしたちはキリストを

経験するだけでなく、またキリストを享受します――ピリピ 2:2．3:1前半： 

 ＊霊の中でキリストを経験し、魂の中でキリストを享受する 

１．キリストを経験することは、おもにわたしたちの霊の中の事柄ですが、キリストを享受

することは、わたしたちの魂の中にあります――1:27．2:2。 

２．わたしたちの魂に問題があるなら、わたしたちはキリストを経験しても、キリストを享

受していないかもしれません。 

 ＊キリストを享受するために、主がわたしたちの魂を牧養する必要がある 

３．キリストに関して、わたしたちの味わいはおもにわたしたちの魂にあります。こういう

わけで、キリストを享受するために、わたしたちは主にわたしたちの魂のあらゆる部分

を、特にわたしたちの思いを牧養していただくことを必要とするのです。 

 

第 4週 キリストの複製となり、キリストをわたしたちの魂の牧者として経験する 

日 段落 思想、流れ 主題  

1 

 

キリスト

の 

複製 

となる 

複製の過程 

霊的複製 

キリストの複製品となるの

に経験する霊的複製の過程 
書き写し手本としての主の生活が原型である 

霊的複製の過程を経験し、キリストの複製となる 

２ 

キリストがわ

たしたちの中

に生きる 

キリストの複製となるのに、

キリストがわたしたちの中に

生きていることを経験する 

キリストを経験することと、わたしたちの内なる

存在とは深い関係がある 

キリストがわたしたちの内側に生きておられる 

ことを経験する 

３ 

キリストが形

づくられる 

ホームを造る 

キリストの複製となるのに、

キリストがわたしたちの中に

形づくられる、ホームを造る

ことを経験する 

キリストがわたしたちの中に形づくられる 

経験をする 

キリストがわたしたちの中にホームを造る 

経験をする 

４ 
キリスト

をわたし

たちの 

魂の牧者

として 

経験する 

魂を回復 

する 

魂の牧者としてキリストは

わたしたちの魂を回復する 

霊なるキリストはわたしたちの魂の牧者である 

わたしたちの魂を回復する(restore) 

5 
魂に安息 

を与える 

魂の牧者としてキリストはわた

したちの魂に安息を与える 
安息するようにとの召し 

安息を得る道（方法） 

6 
経験し享受す

る 

魂の牧者としてキリストは

わたしたちに彼を経験し享

受さあせる 

霊の中でキリストを経験し、魂の中でキリストを

享受する 

キリストを享受するには主にわたしたちの魂を牧

養していただく必要がある 

 


